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平

川

紘

章

『万
葉
集
』
に
は
海
の
歌
は
膨
大
な
数
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
波
の
歌
は
海
の

歌

の

一
つ
と
し
て
の
扱
い
で
、
多
く
は
詠
ま
れ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
波
の
歌
が

存
在
す
る
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
る
の
で
、
波
の
歌
か
ら
、
波
は
万
葉
時
代
の
人
々

に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た

の
か
、
ま
た
、
逆
に
波
は
人
々
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
波
と
人
と

の
関
わ
り
、
波
と
他

の
自
然
と
の
関
係
を

考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

第

一
章
で
は
、
波
の
歌
の
数
や
種
類
を
述
べ
て
い
き
、
波
の
歌
の
使
わ
れ
方
を

考
え
る
。
波

の
歌
の
元
で
あ
る
海
の
歌
を
初
め
に
考
え
て
い
き
、
海
と
波
と
の
共

通
性
、
違

い
を
考
察
す
る
。

第
二
章
で
は
、
波
と
人
間
の
感
情
と

の
関
わ
り
を
挙
げ
、
そ
の
中
で

『万
葉
集
』

に
多
く
見
ら
れ
る
恋
の
歌
や
別
れ
の
歌
を
題
材
に
し
て
考
察
す
る
。

第
三
章
で
は
、
人
々
の
生
活
や
旅
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
歌
を
挙
げ
て
、
波
と
人
々

の
生
活
と

の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
波
の
歌
に
は
色
に
関
わ
る
も
の
が
あ

る
の
で
、
波

の
色
ご
と
に
よ
る
違

い
を
考
察
す
る
。

第
四
章
で
は
、
土
地
の
名
が
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
る
川
の
波
の
歌
を
挙
げ
、
土

地
ご
と
の
川
の
波
に
つ
い
て
考
え
た
。
ま
た
、
鳥
も
よ
く
波
の
歌
に
詠
ま
れ
て
お

り
、
鳥
と
波
と

の
繋
が
り
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
万
葉
時
代
の
人
々
は
、
波
に
は
神
の
力
、
霊
力
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
波
が
そ
の
力
を
自
在
に
操
り
、
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
人
々
の
持
つ
感
情
の
波
が
良

い
方
向
、
悪
い
方
向

へ
と
揺
さ
ぶ

っ

て
い
る
、
と

い
う
結
論
に
至

っ
た
。
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